
第 61 回定例会  

 

日 時  令和 3 年 12 月 5 日（土）14：00～17：00 

 

■議題 

1 白鳥中学校視察 

ペットを係留できそうな場所を確認。 

 

①  「ペット受付の場所」として考えていた周辺。 

・ 受水槽のフェンスに係留できる。 

・ 昇降口前は屋根もありケージを置ける。 

・ 昇降口前のスロープには手摺りがあり、係留、ケージを置くことが可能。 

 

②  校庭内バックネット周辺 

・ バックネットはしっかりしているので係留可能。 

・ 校庭にある仕切り用？のフェンスを囲いとして使用し、ペットの保管場

所にできるそうである。 

・ 仕切りフェンスとバックネットの網を利用してブルーシートを張る事も

可能。 

・ 下が土なので①の方がベスト。 

 

③その他 

・ ハンドボールのゴールを２つ向い合わせにしてビニールシートで覆えば

保管場所になりそうである。 

・ 倉庫脇の階段の下は雨に濡れにくいので数は少ないがケージが置けそう

である。 

 

2 マニュアルの改訂 

白鳥中学校への同行避難が可能になったことで、マニュアルを改訂する。 

マニュアルの中で確認が必要な点について検討 

 

① 災害発生時、中学校の正門を誰が開けるのか。また、避難所開設はいつ、

誰がどのような手順で行うのか。 

② 同行避難してきた人と受付を分ける予定だが、どのように指示していっ

たら良いか。 

③ ペットを係留でするには、ブルーシートを敷く、係留間隔を確保するな



ど準備が必要になる。それは受付前、後どちらが良いか。(準備は飼い主

がやる方向) 

④ 今作成しているマニュアルは飼い主さん向けであるが、具体的に係留場

所の設置手順などを明記した「設置マニュアル」も必要ではないか。 

 

以上４点は「人」の避難に順ずるので、人の避難はどのようになっているの

か確認が必要。 

 

避難所開設の手順は、市内共通の部分もあるのでマニュアルを危機管理にも

確認してもらう。 

 

今日の視察を元に具体的な係留設置イメージを作成する。 

 

３ 今後の予定 

・ 確認事項を元に避難所開設までの手順を検討し、マニュアルを見直し、

まずは自治会内に提案していく。 

・ 白鳥中学校でハンドボールコートなどにブルーシートをかけてシミュレ

ーションを行う。 

 

■定例会後に寄せられたメンバーの見解について共有 

（１）マニュアル作成の共通理解と今後の方向性 

・本来、災害時には人もペットも誰でも避難所に避難することができる。 

これが大原則。 

・しかし現実には、白鳥中学校にペットは避難できない。  

・白鳥中学校に避難する際、災害時には「栗平白鳥自治会長」が避難所運営

会議の委員長になり、片平、五力田各町会のメンバーを含め、総務・情報・

救護・食料…など班の分担で運営を行うことが決まっている。 

・その中で「ペットは白鳥公園に一時的に避難させることができようになっ

た。」と聞いた。 

・しかし、現実に白鳥公園にペットを連れて避難しても、誰もいず、何もな

い。風雨をしのぐこともできない。そこでやむなく、「災害時にペットを

連れて白鳥公園に避難した場合、どうすればよいのか」をまとめたマニュ

アルを作成した。 

・今回白鳥中学校にペットも避難することができるようになった。 

・誰もいず、何もない公園と中学校では全く状況が異なる。 

・基本的には、これまで組織化し検討を重ねてきた「避難所運営会議」の中



にペットの対応を組み込んで考えることになるだろう。 

・災害時、白鳥中学校にペット同行避難する人の大半は、栗平白鳥地区の方

と思われることから、「ペットとぼうさい」がその対応（特に初期対応、と

運営方法）を考えてアドバイスする。 

・従って、これまで作成した「ペットを連れた避難者向けのマニュアル」に

限らず、中学校という避難所におけるペット同行避難の対応を管理運営面

からまとめることになるのではないか。 

 

（２）「ペットとぼうさい」支援の原則 

・まず押さえておかなければならない事は、我々「ペットとぼうさい」は地

域の飼い主のためのペット同行避難"支援"を行なっているという事だと

思う。 

・そして、ペットとは猫、ウサギ、小鳥…など犬以外にもいるという事を想

定して考えていく事が大原則になってくると考えている。 

・あと一つの避難所の運営を初動から見直すというかなり大きな事を行な

おうとしていて、栗平白鳥自治会だけの問題でなく、白鳥中学校に避難す

る地域住民全体に大きく影響を及ぼすことは念頭に置いておいたほうが

いいと考えている。 

・その上で、ミーティングにおいて課題にあるのは、大部分は運営側の課題

だと思った。なので、まずは避難所運営の課題解決策と同行避難受け入れ

態勢の枠組み作りに集中して、住民に対するマニュアルの作成や周知方

法はその後でもよいようにえた。 

 

 

■次回のミーティング 

 

1 月 8 日(土)   14 時 30 分  

白鳥中学校正門前に集合 

         ※白鳥中学校の防災倉庫に保管されているスターターキッ

トの内容確認 


